《Lesson 5》 時・場所を表す「副詞」＆「副詞句」

【副詞・副詞句とは？】
(1) 副詞 ＝ 動詞や形容詞などを説明する。場所・時・方法 などを表す。 
　　＜例＞ here（ここ）/ there（あそこ）/ today（今日）/ tomorrow（明日）/ now（今）
(2) 副詞句 = 副詞として扱われるフレーズ（前置詞を伴う場合もある）
　　＜前置詞を伴う副詞句：例＞
　　　 by bus（バスで）/ on Mondays（毎週月曜日に）　　
　　　＜前置詞を伴わない副詞句：例＞
　　　　every morning（毎朝）/ next Sunday（次の日曜日に）

　 







【副詞と副詞句を理解するポイント】
(1) 『副詞』『副詞句』には『前置詞』がつかず、文の最後の方に足されることが多い。
　 　　＜例＞ I want to do this today.  ＜I want to do this on today. = ✕＞ 【today = 副詞】
（私は今日これをしたいです） 
They are not here.      ＜They are not in here. ＝✕＞     【here＝副詞】
　　　　     （彼らはここにいないです）　

　(2) よく『副詞句』として使われる形
    　　 (a) every ～ ＝ 毎～（every day, every Monday, every morning など） 
＜例＞ I play soccer every day.  ＜I play soccer on every day. = ✕＞ 　
  　      　　  （私は毎日サッカーをします）
We study English every Monday. ＜We study English on every Monday. =✕＞
　　　          （私たちは毎週月曜日に英語を勉強します）　 
【We study English on Mondays. と、ほぼ同じ意味】

        (b) this ～ ＝ この～（this week, this afternoon, this month など） 
              ＜例＞ I am busy this week.  ＜I am busy in this week. = ✕＞ 　
 　　　   　　　（私は今週忙しいです）
　                      I have two soccer games this month.  ＜I have two soccer games in this month. =✕＞
　　　　　　     （私たちには今月2つのサッカーの試合があります）





(c) next ～　＝　次の～ / 来～　（next week, next month, next year など）
          ＜例＞ I don't want to study next week. ＜I don't want to study in this week. = ✕＞　
（私は、来週は勉強をしたくないです）
We want to study in China next year. ＜We want to study in China in next year. =✕＞
　　　　　　 　 （私たちは来年中国で勉強したいと思っています）

(3) 副詞・副詞句につけられる前置詞
　　by / fromのように前置詞を足すことによって別の意味が足される場合、前置詞をつけることが可能。
　　＜例＞ I need to do this next week.      （私は来週これをする必要があります）
I need to do this by next week.    （私は来週までにこれをする必要があります）
They don't want to go there.        （彼らはそこに行きたがってはいません）
They don't want to go from there. （彼らはそこから行きたがってはいません） 

 (4) 2つ以上『副詞』『副詞句』が足される時の順番
　前置詞の時同様、『副詞』『副詞句』『前置詞のフレーズ』が2つ以上登場する場合、    決まったルールはないですが以下の順番で足されることが多いです。
　　　　　　　　　　　「場所」　→　「方法」　→　「時」　
　　　　　＜例＞
　　　　　　　We need to go there next week.　   （場所 → 時） 
　　　　　　　We go to school by bus every day. 　（場所 → 方法 → 時）














本ファイルの著作権は、著作者である藤井拓哉に帰属します。本ファイルを利用したことによる直接あるいは間接的な損害に関して、著作者はいっさい責任を負いかねます。利用は利用者個人の責任において行ってください。


